
https://www.youtube.com/user/koganeishigikai
市議会の本会議・委員会等の様子をYouTubeで配信しています。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
602
億
８
千
522

万
２
千
円
（
前
年
度
対
比
28
・
２
％
増
）、

３
つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
）
を
含
め
る
と
814
億
844
万
２
千

円
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
の
歳

出
総
額
は
584
億
３
千
205
万
５
千
円
（
前
年
度

対
比
30
・
５
％
増
）、
特
別
会
計
を
含
め
る

と
793
億
５
千
985
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
会
計
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
一
部
を
適
用
し
、
こ
れ
ま
で
の
官

公
庁
会
計
か
ら
公
営
企
業
会
計
に
移
行
し
て

初
め
て
の
決
算
と
な
り
ま
す
。
収
益
的
収
入

は
20
億
８
千
558
万
円
、
収
益
的
支
出
は
19
億

６
千
665
万
４
千
円
、
資
本
的
収
入
は
171
万
千

円
、
資
本
的
支
出
は
２
億
２
千
955
万
千
円
と

な
り
ま
し
た
。

こ
の
決
算
に
つ
い
て
、
８
月
30
日
及
び
31

日
の
本
会
議
に
お
い
て
議
長
を
除
い
た
23
人

で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
岸
田
正
義

委
員
長
）
に
付
託
し
、
９
月
28
日
か
ら
10
月

４
日
の
５
日
間
、
約
37
時
間
に
わ
た
り
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

10
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
一
般
会

計
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
起
立
少
数
に
よ

り
不
認
定
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３
つ
の
特

別
会
計
と
下
水
道
事
業
会
計
を
認
定
と
し
ま

し
た
。

本
件
は
、
市
か
ら
「
新
た
な
保
育
業
務
の

総
合
的
な
見
直
し
方
針
（
案
）」
に
お
い
て
、

公
立
保
育
園
３
園
に
つ
い
て
段
階
的
に
縮
小

し
た
後
、
廃
園
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
ま

た
、
く
り
の
み
保
育
園
及
び
さ
く
ら
保
育
園

の
令
和
４
年
度
の
０
歳
児
の
募
集
を
し
な
い

と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
市
民

団
体
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

利
用
者
等
と
の
十
分
な
協
議
・
理
解
を
得

な
い
ま
ま
、
０
歳
児
の
募
集
を
停
止
す
る
等

利
用
者
に
具
体
的
に
影
響
が
あ
る
よ
う
な
行

為
を
し
な
い
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

９
月
27
日
の
本
会
議
で
は
、
採
決
の
結
果
、

採
択
の
上
、
市
長
に
送
付
す
る
こ
と
と
決
定

し
ま
し
た
。

（
３
面
に
審
議
結
果
）

10
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
７
会

派
の
議
員
か
ら
市
長
に
対
し
、
市
議
会
と
し

て
新
庁
舎
等
建
設
を
推
進
す
る
こ
と
に
変
わ

り
は
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
市
民
生
活
や
市
財
政
に
与
え
る
影

響
か
ら
見
直
し
を
求
め
る
決
議
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。

見
直
し
の
内
容
は
、
現
在
の
設
計
内
容
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
建
設
を
進
め
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
た
め
、
市
民
生
活
に
影
響
の
な
い

財
政
見
通
し
を
示
す
、
ま
た
は
、
大
幅
な
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
に
向
け
て
具
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
を
求
め
る
も
の
で
す
。

本
件
は
、
同
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
起

立
採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
７
面
に
審
議
結
果
）

令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
（
鈴
木
成
夫
議
長
）
は
、
８
月
31
日
に
開
会
し
、
１
日
間
の
会
期

延
長
を
経
て
、
10
月
７
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

令
和
3
年
第
３
回

　

定
例
会
日
誌

【
８
月
】

30
日　

�

本
会
議
（
陳
情
の
撤
回
・

採
決
、
議
案
の
審
議
・
委

員
会
付
託
・
採
決
）

31
日　

�

本
会
議
（
議
案
の
審
議
・

委
員
会
付
託
）

【
９
月
】

２
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

３
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

６
日　

本
会
議
（
一
般
質
問
）

７
日　

�

本
会
議
（
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
、

議
員
提
出
議
案
の
審
議
・

採
決
、
陳
情
の
委
員
会
付

託
）

８
日　

議
会
運
営
委
員
会

９
日　

厚
生
文
教
委
員
会

10
日　

建
設
環
境
委
員
会

13
日　

総
務
企
画
委
員
会

14
日　

予
算
特
別
委
員
会

15
日　

�

庁
舎
等
建
設
及
び
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
調

査
特
別
委
員
会

16
日　

�

行
財
政
改
革
推
進
調
査
特

別
委
員
会

17
日　

�

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員

会

21
日　

�

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員

会

22
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

厚
生
文
教
委
員
会

27
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
採
決
）

28
日　

決
算
特
別
委
員
会

29
日　

決
算
特
別
委
員
会

30
日　

決
算
特
別
委
員
会

【
10
月
】

１
日　

決
算
特
別
委
員
会

４
日　

決
算
特
別
委
員
会

６
日　

�

本
会
議
（
委
員
会
付
託
案

件
の
採
決
、
議
案
の
審

議
・
採
決
、
議
員
提
出
議

案
の
審
議
・
委
員
会
付
託
、

会
期
の
延
長
）

７
日　

�

本
会
議
（
議
員
提
出
議
案

の
審
議
・
採
決
、
陳
情
の

委
員
会
付
託
）

※円グラフの決算額は千円の位を四捨五入しているため、
構成率の合計が100％にならない場合があります。

市税  218億2,714万円　36.2%

602億8,522万円
歳入

歳出
584億3,206万円

繰入金
６億４,８４9万円　１．１％

都支出金
７９億４,１５９万円　１３．２％
地方消費税交付金
2４億５,２６３万円　４．１％

その他
５３億６,３６０万円　８．９％

市税　21８億2,714万円　３６．２％

国庫支出金
2２０億５,１７７万円　３６．６％

その他
５億６,４２７万円　１．０％
議会費
３億６,０１０万円　０．６％

民生費　
３６０億５,７３2万円　６１．７％

総務費　５６億１,６８3万円　９．６％

教育費　４６億１,１４２万円　７．９％

衛生費　４２億１３０万円　７．２％

土木費
３２億２３0万円　５．５％

消防費
１５億１,３７８万円　２．６％

公債費
２３億４７４万円　３．９％

第
３
回
定
例
会
の
概
要

「
利
用
者
等
と
の
十
分
な
協
議
・
理
解
を
得
な
い
ま
ま
公
立
保
育

園
の
廃
園
へ
の
準
備
行
為
の
中
止
を
求
め
る
陳
情
書
」
を
採
択

令
和
２
年
度
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
社
会
経
済
状
況
や
市
財
政
に

与
え
る
影
響
に
鑑
み
、
新
庁
舎
等
建
設
の
見
直
し
を
求
め
る
決

議
」
を
可
決

公立保育園の廃園への準備行為の中止を求める陳情書を採択
新庁舎等建設の見直しを求める決議を可決

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

第６７回小金井の四季の観光写真コンクール　写真提供：小金井市観光まちおこし協会

４
年
連
続
で
不
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定

特
選
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夜
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け
」
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に
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各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

決
算
の
概
要
は
１
面
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

岸
田
正
義
（
み
ら
い
）

「
財
政
健
全
化
は
明
ら
か
に
進
ん

で
い
る
」
と
の
監
査
意
見
ど
お
り
、

経
常
収
支
比
率
・
人
件
費
比
率
等
の

財
政
指
数
は
軒
並
み
改
善
し
、
貯
金

の
財
政
調
整
基
金
は
14
億
円
増
、
借

金
の
市
債
は
13
億
円
減
。
さ
ら
に
可

燃
ご
み
処
理
施
設
の
本
格
稼
働
、
武

蔵
小
金
井
駅
南
口
再
開
発
の
完
了
な

ど
長
年
の
課
題
が
決
着
。
そ
の
財
源

を
福
祉
に
充
当
し
、
子
育
て
予
算
の

児
童
福
祉
費
１
人
当
た
り
金
額
、
人

口
増
加
率
は
共
に
多
摩
26
市
１
位
と
、

選
ば
れ
る
ま
ち
に
変
わ
り
始
め
た
。

残
る
新
庁
舎
建
設
問
題
を
決
着
し
、

次
の
時
代
の
扉
を
開
く
こ
と
が
必
要
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

吹
春
や
す
た
か
（
自
民
党
・
信
頼
）

令
和
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
し
国
や
都
の
支
援
策

も
多
く
、
職
員
は
応
援
体
制
を
整
え

対
応
し
た
こ
と
に
は
感
謝
申
し
上
げ

る
が
、
市
の
支
援
策
は
危
機
管
理
的

な
状
況
判
断
と
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

た
行
動
と
は
言
え
ず
、
限
定
的
で
消

極
的
な
姿
勢
で
あ
っ
た
。
人
件
費
は

全
国
16
位
と
な
り
市
民
理
解
を
得
ら

れ
て
い
る
か
疑
問
で
あ
る
。
庁
舎
建

設
も
寄
せ
ら
れ
た
市
民
の
声
に
対
し

検
討
内
容
は
不
明
瞭
で
、
議
会
の
指

摘
に
耳
を
貸
そ
う
と
し
な
い
市
長
の

独
断
専
行
が
目
立
っ
た
年
で
あ
っ
た

と
指
摘
し
本
決
算
を
不
認
定
と
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

反
対
の
理
由
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ

新
庁
舎
等
建
設
事
業
は
、
財
政
当
局

と
の
協
議
の
な
い
ま
ま
建
設
費
が
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
一
切
考

慮
せ
ず
、
実
施
設
計
に
踏
み
切
っ
た
。

以
上
の
理
由
で
認
定
に
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

安
田
け
い
こ
（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

「
明
日
の
小
金
井
教
育
プ
ラ
ン
」

に
子
ど
も
の
権
利
へ
の
大
人
の
理
解

の
重
要
性
が
記
載
さ
れ
た
点
、
子
ど

も
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン
の
制
度
設
計

が
市
民
参
加
で
始
ま
っ
た
点
は
高
く

評
価
す
る
。
最
も
評
価
で
き
な
い
の

は
、
市
長
の
都
市
計
画
道
路
問
題
へ

の
消
極
的
な
態
度
だ
。
都
市
計
画
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
報
告
（
案
）
に

道
路
推
進
と
見
直
し
を
併
記
し
、
何

も
方
針
を
示
さ
ず
、
選
挙
公
約
の

「
市
民
が
望
ま
な
い
道
路
は
つ
く
ら

せ
な
い
」
と
い
う
意
思
が
ど
こ
に
も

読
み
取
れ
な
い
。
道
路
の
必
要
性
を

議
論
す
る
場
も
設
定
さ
れ
て
い
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

坂
井
え
つ
子　
（
緑
・
つ
な
が
る
）

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
な

ど
、
評
価
で
き
る
取
組
も
あ
っ
た
が
、

以
下
を
主
た
る
理
由
と
し
、
不
認
定

と
す
る
。
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

１
号
線
、
３
・
４
・
11
号
線
に
つ
い

て
、
都
知
事
へ
の
要
望
書
と
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
報
告

（
案
）
に
齟
齬
が
あ
る
こ
と
。
選
挙

に
お
い
て
、
保
育
園
定
員
を
更
に
千

名
増
加
さ
せ
る
と
公
約
し
た
が
、
定

員
減
と
な
る
公
立
保
育
園
の
廃
園
方

針
（
案
）
の
検
討
を
始
め
た
こ
と
。

子
育
て
環
境
日
本
一
と
、
対
話
の
市

政
を
掲
げ
る
西
岡
市
長
の
対
応
を
厳

し
く
注
視
し
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
委
託

費
が
積
算
根
拠
を
明
ら
か
に
し
な
い

ま
ま
予
算
計
上
さ
れ
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
と
。
②

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
所
の
存
続
を
求
め

る
市
議
会
の
意
思
を
無
視
し
て
閉
鎖

し
た
こ
と
。
③
市
長
選
挙
の
公
約
で
、

都
市
計
画
道
路
は
つ
く
ら
せ
な
い
と

掲
げ
た
が
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
中
間
報
告
案
の
表
現
は
公
約
と

か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
。
④
新
庁
舎

等
建
設
に
つ
い
て
、
実
施
設
計
の
委

託
契
約
を
、
市
議
会
多
数
の
懸
念
を

無
視
し
て
締
結
し
た
こ
と
で
あ
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

宮
下　

誠
（
公
明
党
）

特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
や
保
育

園
事
業
の
推
進
、
新
生
児
特
別
定
額

給
付
金
の
実
施
、
小
中
学
生
に
一
人

一
台
の
Ｐ
Ｃ
支
給
な
ど
、
補
助
金
や

交
付
金
等
を
フ
ル
活
用
し
適
切
に
施

策
を
遂
行
し
た
こ
と
は
評
価
す
る
。

し
か
し
、
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

は
、
総
事
業
費
も
明
ら
か
に
し
な
い

ま
ま
実
施
設
計
を
発
注
し
た
上
、
い

ま
だ
に
庁
内
で
財
政
当
局
と
協
議
が

行
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ

禍
で
多
く
の
市
民
が
不
安
を
抱
え
て

い
る
中
、
庁
舎
建
設
だ
け
を
聖
域
化

し
て
い
る
。
市
長
は
住
民
感
情
に
寄

り
添
え
て
い
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
大
三
（
情
報
公
開
）

国
か
ら
の
通
知
に
従
わ
な
い
形
で

の
職
員
ボ
ー
ナ
ス
支
給
で
年
約
１
千

万
円
、
部
課
長
職
手
当
の
大
幅
引
き

上
げ
で
年
約
400
万
円
、
余
計
な
人
件

費
が
発
生
し
た
。
類
似
市
で
あ
る
東

久
留
米
市
に
比
べ
て
極
め
て
多
く
の

正
規
職
員
を
雇
い
、
月
額
制
の
会
計

年
度
任
用
職
員
も
大
幅
に
上
回
っ
て

い
る
問
題
が
是
正
さ
れ
て
い
な
い
。

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
小
金

井
第
三
小
学
校
で
の
給
食
調
理
委
託

に
係
る
事
業
者
選
定
の
準
備
の
た
め

の
学
校
給
食
調
理
委
託
料
（
４
千
397

万
７
千
円
）
が
計
上
さ
れ
、
債
務
負

担
行
為
と
し
て
、
令
和
４
年
度
ま
で

の
期
間
で
設
定
す
る
も
の
で
す
。

９
月
14
日
の
委
員
会
で
は
、
渡
辺

（
大
）
委
員
か
ら
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
の
う
ち
２
億
円
を
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
基
金
積
立

金
に
積
み
替
え
る
内
容
の
修
正
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否
決
し
た
後
、

原
案
に
つ
い
て
起
立
採
決
の
結
果
、

起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

９
月
27
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

学
校
給
食
調
理
委
託
に
反
対
す
る
。

以
前
に
「
新
し
い
経
営
方
針
」
と
し

て
直
営
４
校
を
維
持
す
る
と
約
束
し

た
も
の
を
反
故
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

委
託
し
て
も
安
全
で
お
い
し
い
給
食

を
提
供
し
続
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
、

検
証
機
関
の
設
置
の
確
証
が
な
く
、

市
民
や
保
護
者
の
不
安
は
残
っ
た
ま

ま
で
あ
る
。
新
た
に
２
校
を
委
託
し

て
も
財
政
効
果
が
な
い
こ
と
も
明
ら

か
に
な
り
、
委
託
す
る
根
拠
は
な
い
。

約
13
億
円
が
前
年
度
繰
越
金
と
し
て

発
生
し
て
お
り
、
基
金
に
積
む
の
で

は
な
く
市
民
生
活
支
援
に
使
う
べ
き
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
谷
た
か
こ
（
こ
が
お
も
）

我
が
会
派
提
案
の
複
数
事
業
が
含

ま
れ
、
賛
成
す
る
が
、
付
言
す
る
。

学
校
給
食
調
理
業
務
委
託
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
に
約
束
し
た
「
小

学
校
４
校
の
直
営
維
持
」
を
守
れ
ず
、

「
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
の
指
導
」

も
実
施
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
市
民
や
議
会
か
ら
質
問
さ
れ

８
月
31
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
清
水
が
く
委
員

長
）
に
付
託
し
、
９
月
14
日
の
委
員

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

白
井　

亨
（
こ
が
お
も
）

こ
れ
ま
で
不
定
期
に
全
員
協
議
会

を
開
催
し
対
応
し
て
き
た
が
、
市
長

の
都
合
等
も
あ
り
定
例
会
直
前
に
半

日
と
い
う
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。

全
員
協
議
会
で
は
資
料
要
求
が
で
き

ず
、
継
続
的
な
調
査
に
な
ら
な
い
。

そ
の
都
度
単
発
な
質
疑
で
終
わ
っ
て

し
ま
う
。
日
常
の
変
化
か
ら
、
こ
れ

ま
で
想
定
さ
れ
て
い
た
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
で
は
守
れ
な
い
方
も
多
く
い

る
。
感
染
症
の
影
響
は
ま
だ
続
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
首
長
の
や
る
こ
と

を
追
認
す
る
だ
け
の
市
議
会
な
ら
不

要
で
あ
る
。
特
別
委
員
会
を
設
置
し

調
査
を
進
め
る
こ
と
に
賛
成
す
る
。

る
ま
で
説
明
や
謝
罪
が
な
か
っ
た
。

正
規
職
員
の
栄
養
士
等
の
１
校
１
人

配
置
を
「
指
針
」
に
明
記
し
、
今
後

も
小
金
井
の
お
い
し
い
給
食
を
維

持
・
向
上
さ
せ
、
市
民
と
の
対
話
を

求
め
る
。
な
お
、
他
校
の
今
後
の
委

託
に
ま
で
賛
成
す
る
も
の
で
は
な
い
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

小
学
校
給
食
調
理
業
務
の
民
間
委

託
の
債
務
負
担
行
為
が
含
ま
れ
る
た

め
反
対
す
る
。
気
候
危
機
の
社
会
を

変
え
る
た
め
、
都
市
農
業
、
有
機
農

業
の
促
進
が
必
要
。
学
校
給
食
へ
の

納
入
が
農
家
を
支
え
、
無
償
給
食
に

し
て
子
ど
も
た
ち
の
発
達
を
公
が
保

障
す
る
政
策
を
進
め
る
時
代
で
あ
る
。

行
革
の
た
め
に
、
学
校
給
食
調
理
を

民
間
委
託
す
る
の
は
、
既
に
時
代
遅

れ
で
あ
る
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的
勧
奨
は
理
解

で
き
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
被
害
者

の
状
況
を
把
握
し
、
市
民
を
被
害
者

に
し
な
い
よ
う
、
強
く
求
め
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
２
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
回
）

市
議
会
に（
仮
称
）「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
調
査
特
別
委
員
会
」を

設
置
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
書

本会議で所
管の委員会
に付託

委員会で
審査

本会議で
採決（※）

市長等が順意
にそって執行
・処理

執行・処理経
過及び結果を
議長へ報告

請願・陳情
代表者へ通
知

本会議の最終日
に所管の委員会
に付託

閉会中の委員会
で審査

次の閉会中
の委員会で
審査

議会事務局へ提出いただいた請願・陳情の審査は次のように行われます。
不採択

採択

継続審査

●�定例会最終日の２日前の午後５時以降に
提出されたもの

●�定例会最終日の２日前の午後５時
までに提出されたもの

●�定例会２日目の午後５時
までに提出されたもの

定例会

請願・陳情の審査の流れ

請
　
願
・
陳
　
情
　

議
　
長
　
受
　
理
　

※�　採択、不採択、継続審査の他に趣旨採択及び審議未了となる
場合があります。なお、いずれの場合も請願・陳情代表者に結
果が送付されます。

趣旨採択とは
　請願・陳情について、財政事情等から願意を実現することが困
難な場合に行う、「請願・陳情全体の願意は理解でき、その趣旨
目的には賛成である」という意味の議決です。
審査未了とは
　議会が、その意思を示すべき案件ではない等の判断を行い、会期
中に議決も継続審査決定もしないことで、会期不継続の原則によ
り、廃案（審議未了）とするものです。
　また、審査中、議員の任期満了に伴う改選があった場合も、選挙
後の次の議会には継続されないことから、審議未了となります。

市長等へ
送付

次の本会議

採択

不採択

継続審査
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○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（病気療養等）　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 共 公 お 市 会 情 ネ 気 緑
付
　
託
　
先

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

寺
内
だ
い
作

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨

請 願・ 陳 情 の 審 議 結 果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決　　総：総務企画委員会
　　　　　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会　　議：議会運営委員会

１億円を超える多額の寄付に対
して、市が極めて非常識な対応
をしたのかしなかったのか厳正
な調査を求める陳情書

寄附があった際、大変失礼であったと報道された市の一連の対応につ
いて、事実関係があったのか等、事実経過を明らかにすること、また
それを踏まえ、問題があると判断される場合には、議会として決議を
可決するなど市長や行政に強く反省を求めることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × － × ○ × × × 総 採　択

辺野古新基地建設を巡る問題に
ついての意見書の採択を求める
陳情書

国会及び政府に対し、①辺野古新基地建設工事の中止及び普天間基地
の運用停止、②普天間基地の代替施設の必要性について国民的議論を
行うこと、③普天間基地の代替施設は全国の自治体を等しく候補地と
すること等を求める意見書の提出を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 総 採　択

利用者等との十分な協議・理解
を得ないまま公立保育園の廃園
への準備行為の中止を求める陳
情書

利用者等との十分な協議・理解を得ないまま、くりのみ保育園・さく
ら保育園の０歳児募集をしない等、利用者に具体的な影響のある廃園
に向けた準備行為を実施することを早急に止めることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 採　択

リサイクル事業所再開の執行を
求める陳情書

リサイクル事業所の存続については、令和２年度において議員案なら
びに４件の陳情が出され、全てが可決されている。そのため、当該施
設再開について早急の執行を求める。

× × × × × × × × × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 不採択�
(議長裁決)

市議会に（仮称）「新型コロナウイ
ルス対策調査特別委員会」を設置
することを求める陳情書

①市議会に（仮称）新型コロナウイルス対策調査特別委員会を設置す
ること、②特別委員会は少なくとも全会派から委員を出せるよう構成
することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ 議 不採択

監事による監査ならびに理事会の承認を経ない計算書により総会を強行した財政援助団体に対して調
査を求める陳情書の撤回 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 即 承　認

令和２年度小金井市一般会計歳入歳出決算の認定について × × × × × ○ ○ 議 ○ × － × × × × × × × × ○ × × × × 決 不認定

令和２年度小金井市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × × ○ × 決 認　定

令和２年度小金井市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決 認　定

令和２年度小金井市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ × 決 認　定

令和２年度小金井市下水道事業会計決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決 認　定

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第１０回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ × － × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第２回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市介護保険特別会計補正予算（第１回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 原案可決

小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決

小金井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決

小金井市学童保育所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決

小金井市道の構造の技術的基準等を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決

小金井市有料自転車駐車場条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決

令和３年度小金井市一般会計補正予算(第９回) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

小金井市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決

小金井市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 厚 原案可決

小金井市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

令和３年度小金井市一般会計補正予算(第１１回) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 可　決

市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 可　決

市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 可　決

市道路線の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 可　決

小金井市清掃関連施設（資源物処理施設）整備工事請負契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 総 可　決

教育委員会教育長の任命に関し同意を求めることについて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ △ － △ △ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ 即 同　意

小金井市議会会議規則の一部を改正する規則（議員提案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（病気療養等）　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 共 公 お 市 会 情 ネ 気 緑
付
　
託
　
先

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

寺
内
だ
い
作

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子

議 案 の 審 議 結 果
付託先略称　�即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　　厚：厚生文教委員会　　建：建設環境委員会
　　　　　　予：予算特別委員会　　決：決算特別委員会

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井

※可否同数の場合、議長が可否を決定します
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?!（4面～6面） ９月 ２日、３日、６日、７日

※原稿は市長部局の答弁も含めて各議員が作成しています。
ＱＲコードをスマートフォン等で読み取ると、YouTubeで
ご覧いただくことができます。

一 般 質 問

会
派
の
略
称

（自民党・信頼）　自由民主党・信頼の小金井
（み ら い）　みらいのこがねい
（日本共産党）　日本共産党小金井市議団
（公 明 党）　小金井市議会公明党
（こ が お も）　小金井をおもしろくする会
（市民カエル）　市民といっしょにカエル会

（市 民 会 議）　こがねい市民会議
（情 報 公 開）　情報公開こがねい
（生活者ネット）　生活者ネットワーク
（元気！小金井）　元気！小金井
（緑・つながる）　緑・つながる小金井

小
林
正
樹

（
公
明
党
）

❶
私
道
の
維
持
補
修
に
つ
い

て
は
、
行
政
が
全
て
対
応
す
る

と
い
う
こ
と
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
簡
易
な
修
繕
方
法
を
確
立

す
る
こ
と
で
、
所
有
者
若
し
く

は
地
域
で
補
修
が
で
き
、
安
全

な
生
活
道
路
の
維
持
に
つ
な
が

る
。
ア
市
民
に
よ
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
補
修
材
を
使
っ
た
修
繕
方

法
は
有
効
か
。
イ
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
業
務
と

し
て
検
討
し
な
い
か
。

部
長　

ア
市
が
行
う
市
道
の

補
修
も
概
ね
同
じ
よ
う
な
工
程

で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
一
般

的
な
方
法
で
あ
る
。

課
長　

イ
今
し
ば
ら
く
検
討

の
お
時
間
を
頂
き
た
い
。
進
め

る
時
は
、
都
市
整
備
部
に
協
力

村
山
ひ
で
き

（
み
ら
い
）

❶
は
け
の
森
美
術
館
に
つ
い

て
。
ア
作
品
画
像
の
無
償
貸
与

を
。
イ
市
民
の
優
秀
作
品
の
限

定
的
な
展
示
や
、
個
展
に
貸
し

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ウ

２
０
１
９
年
３
月
に
国
の
登
録

有
形
文
化
財
に
な
っ
た
花
侵
庵

等
を
貸
し
出
す
準
備
を
。

課
長　

ア
作
品
を
管
理
す
る

た
め
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る

組
織
に
対
し
て
は
、
申
請
を
し

て
い
た
だ
き
無
償
で
貸
与
し
て

い
る
。
イ
美
術
館
は
場
所
貸
し

を
す
る
一
般
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
は

設
置
の
目
的
が
違
う
。
ウ
市
立

中
学
校
茶
道
部
に
よ
る
お
茶
会

な
ど
、
美
術
館
主
催
事
業
と
し

て
市
民
に
公
開
す
る
予
定
。

❷
キ
ン
ヒ
バ
リ
の
里
の
ナ
シ

五
十
嵐
京
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

本
町
三
丁
目
の
小
長
久
保
公

園
に
は
平
成
14
年
に
コ
ニ
フ
ァ

ー
等
の
植
木
と
花
壇
を
配
置
し

た
場
所
が
あ
り
、
20
年
近
く
市

と
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
市

民
が
花
壇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
し
て
き
た
。
近
年
、
木

が
伸
び
、
枝
が
繁
茂
し
、
既
に

剪
定
で
元
に
戻
す
の
は
手
遅
れ

の
状
態
で
、
花
壇
の
維
持
も
難

し
い
と
専
門
家
か
ら
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

高
齢
化
も
あ
り
、
植
木
の
手
入

れ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
は
市

の
役
割
と
考
え
る
が
、
市
の
認

識
を
問
う
。
イ
公
園
の
管
理
に

民
間
活
力
の
導
入
を
予
定
し
て

い
る
が
、
市
民
協
働
は
ど
う
な

る
の
か
。
ウ
小
長
久
保
公
園
の

水
谷
た
か
こ

（
こ
が
お
も
）

６
月
に
出
た
文
部
科
学
省
の

事
務
連
絡
、
経
済
産
業
省
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
黒
染
め
強
制

等
の
不
合
理
な
校
則
を
見
直
す

動
き
が
全
国
的
に
広
が
っ
て
い

る
。
ア
当
市
の
取
組
や
周
知
は
。

イ
市
立
中
学
校
の
生
徒
か
ら
も

「
髪
を
結
ぶ
ゴ
ム
は
黒
・
茶
・

紺
の
み
と
い
う
決
ま
り
は
な
ぜ

あ
る
の
か
」
等
、
様
々
な
決
ま

り
に
対
す
る
疑
問
の
声
が
出
て

い
る
が
、
い
か
が
か
。
ウ
声
を

上
げ
て
も
先
生
が
聞
い
て
く
れ

な
い
と
い
う
声
が
あ
っ
た
が
、

い
か
が
か
。
エ
前
述
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
等
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

部
長　

ア
今
年
度
、
校
長
会

で
は
２
回
、
取
組
を
促
し
、
生

徒
指
導
主
任
研
修
会
で
も
周
知

し
て
い
る
。
イ
生
徒
か
ら
疑
問

の
声
が
上
が
っ
た
際
は
、
学
級

活
動
や
生
徒
会
で
拾
い
上
げ
る

仕
組
み
が
各
校
に
あ
り
、
生
徒

指
導
部
で
検
討
し
、
必
要
に
応

じ
て
改
定
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

教
育
長　

ウ
子
ど
も
が
そ
の

よ
う
な
感
想
を
持
つ
対
応
は
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
教
員
が
子

ど
も
た
ち
の
声
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
意
見
表
明

権
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
り
、

大
変
重
要
で
あ
る
。
エ
生
徒
の

社
会
参
加
の
意
識
を
育
む
上
で

有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、
産
後
ケ
ア
事
業
の

利
用
料
金
引
下
げ
や
事
業
者
の

拡
充
、
母
乳
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
サ

ポ
ー
ト
拡
充
、
産
後
家
庭
向
け

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
導
入
等

を
提
案
し
ま
し
た
。

ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
運
動
で
集
ま

っ
た
募
金
を
、
は
け
の
森
緑
地

の
整
備
の
た
め
の
寄
附
と
し
て

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

寄
附
の
受
け
取
り
が
無
理
で
も
、

東
京
都
の
補
助
制
度
を
活
用
し
、

一
般
開
放
で
き
る
よ
う
な
整
備

を
求
め
る
。

部
長　

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス

ト
運
動
は
、
民
地
を
購
入
す
る

た
め
の
活
動
の
は
ず
で
あ
り
、

土
地
購
入
以
外
の
使
用
に
つ
い

て
市
で
は
判
断
し
か
ね
る
。
は

け
の
森
緑
地
は
市
民
に
親
し
ん

で
い
た
だ
く
価
値
は
高
い
が
、

常
時
一
般
開
放
で
は
な
く
、
自

然
観
察
会
や
環
境
学
習
な
ど
の

機
会
で
の
随
時
開
放
が
望
ま
し

い
。
都
の
補
助
と
市
の
単
費
に

よ
る
安
全
性
確
保
に
重
点
を
置

い
た
整
備
を
検
討
し
た
い
。

を
お
願
い
し
た
い
。

❷
小
中
学
校
の
樹
木
に
つ
い

て
。
ア
「
保
全
計
画
」
を
定
め

計
画
的
な
管
理
を
行
わ
な
い
か
。

イ
名
勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）
の

後
継
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
も

検
討
し
な
い
か
。

部
長　

ア
将
来
的
に
は
そ
う

し
た
い
。
イ
検
討
し
た
い
。

❸
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
戦

略
に
つ
い
て
。
ア
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
策
定
と
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
の

設
定
は
。
イ
推
進
体
制
整
備
は
。

部
長　

ア
そ
れ
ら
を
定
め
て

認
識
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。
イ
10
月
を
目
途
に

庁
内
体
制
を
整
え
る
た
め
の
要

綱
整
備
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
方
向

性
を
定
め
、
事
業
に
係
る
人
財

課
の
取
組
を
進
め
る
。

全
体
計
画
に
は
か
な
り
時
間
が

か
か
る
。
暫
定
的
な
防
災
公
園

と
し
て
の
活
用
を
考
え
な
い
か
。

部
長　

ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
発

祥
の
地
で
あ
る
小
長
久
保
公
園

の
花
壇
は
維
持
し
て
い
き
た
い
。

イ
民
間
活
力
導
入
の
目
的
は
公

園
の
魅
力
向
上
で
あ
り
、
市
民

協
働
の
推
進
は
不
可
欠
。
ウ
井

戸
や
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
備

え
た
暫
定
利
用
は
難
し
い
。

吹
春
や
す
た
か

（
自
民
党
・
信
頼
）

新
庁
舎
に
は
３
基
、（
仮
称
）

新
福
祉
会
館
に
は
２
基
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
。
非

接
触
型
、
い
わ
ゆ
る
タ
ッ
チ
レ

ス
タ
イ
プ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

導
入
を
以
前
か
ら
提
言
し
て
き

た
。
数
年
後
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

は
タ
ッ
チ
レ
ス
タ
イ
プ
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
。
新
庁
舎
・（
仮
称
）新
福

祉
会
館
の
竣
工
後
に
は
、
ご
年

配
の
方
を
含
め
多
く
の
来
庁
者

が
見
込
ま
れ
る
。
新
し
い
建
物

に
は
将
来
を
考
え
、
感
染
し
な

い
仕
組
み
を
根
本
か
ら
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
は
。
市
は
「
市
役
所
か
ら
は

一
人
も
感
染
者
を
出
さ
な
い
。」

と
の
姿
勢
や
、
衛
生
面
へ
の
配

慮
を
表
し
、
再
検
討
す
べ
き
。

市
長　

新
庁
舎
・（
仮
称
）

新
福
祉
会
館
の
設
計
作
業
を
進

め
る
中
、
議
員
か
ら
も
、
感
染

症
対
策
に
対
す
る
様
々
な
提
言

を
頂
い
て
き
た
。
タ
ッ
チ
レ
ス

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
ボ
タ
ン
導
入

に
つ
い
て
は
有
償
付
加
仕
様
と

な
り
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
建
設

工
事
費
を
精
査
す
る
中
で
、
導

入
の
可
否
は
判
断
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

■
そ
の
他
、
避
難
行
動
要
支
援

者
制
度
の
個
別
計
画
の
策
定
、

Ｎ
ｅ
ｔ
119
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

の
周
知
、
災
害
時
避
難
所
混
雑

情
報
Ｖ
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｍ
ａ
ｐ
ｓ
の

周
知
と
利
用
に
関
す
る
質
問
を

し
、
市
職
員
の
防
災
訓
練
、
教

育
現
場
へ
の
顔
が
見
え
る
マ
ス

ク
導
入
を
再
提
起
し
ま
し
た
。

清
水
が
く

（
自
民
党
・
信
頼
）

私
は
、
今
年
も
終
戦
の
日
で

あ
る
８
月
15
日
に
靖
国
神
社
を

参
拝
し
、
先
の
大
戦
で
尊
い
命

を
犠
牲
に
、
こ
の
日
本
を
、
ご

自
身
の
家
族
を
、
今
を
生
き
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私
た
ち
、

そ
し
て
私
た
ち
の
子
孫
を
お
守

り
い
た
だ
い
た
先
人
の
御
霊
に

謹
ん
で
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
、
恒

久
平
和
に
向
け
不
戦
の
思
い
を

新
た
に
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、
自
分

た
ち
の
両
親
、
そ
れ
ぞ
れ
の
祖

父
母
、
ご
先
祖
様
の
ご
努
力
や

ご
苦
労
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る

と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、
先
の

大
戦
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々

へ
思
い
を
馳
せ
る
機
会
を
、
市

と
し
て
積
極
的
に
設
け
、
ま
た

子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の
悲
惨
さ
、

二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
を
、
市
と
し
て

積
極
的
に
伝
え
て
い
く
べ
き
と

考
え
る
。

私
は
、
戦
争
の
記
憶
を
風
化

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
先
人
た
ち

へ
思
い
を
馳
せ
る
、
祈
り
を
捧

げ
る
機
会
と
し
て
「
黙
と
う
」

を
行
う
こ
と
は
非
常
に
大
切
だ

と
考
え
る
。
例
え
ば
三
鷹
市
で

は
防
災
無
線
を
用
い
て
終
戦
の

日
に
黙
と
う
を
捧
げ
る
周
知
を

行
っ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て

も
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

に
見
解
を
伺
う
。

部
長　

関
係
部
署
と
他
市
事

例
等
を
研
究
し
、
戦
争
の
記
憶

を
風
化
さ
せ
ず
後
世
に
伝
え
、

命
の
尊
さ
を
考
え
る
た
め
、
周

知
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

議員は、議案を審議・議決する以外に、市政全般にわた
り、市長や行政機関などに対し、質問することができます。
市政の運営や方針などについての質問や政策提案を行い、

市の見解を求めることをいいます。

議会Ｑ＆Ａ
Ｑ　一般質問はいつ行われるの？
Ａ　原則 ３月、６月、９月、１２月の年 ４回の定例会で行います。

Ｑ　質問時間はどのくらい？
Ａ　 １人 １回おおむね １時間以内です。

Ｑ　傍聴はできるの？
Ａ　�だれでも傍聴できます。当日、議会事務局で傍聴
の手続をしてください。

一般質問とは

は
け
の
森
緑
地
と
美
術
館
の

活
用
策
を
考
え
よ
う

私
道
路
の
修
繕
に
対
す
る

解
決
策
を
提
案
し
ま
す

新
庁
舎
に
タ
ッ
チ
レ
ス

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
導
入
を

生
徒
の
声
を
聴
き

校
則
の
見
直
し
を
始
め
よ
う

市
立
公
園
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

防
災
無
線
を
用
い
て

「
黙
と
う
」の
呼
び
か
け
を

最近の小長久保公園のようす
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た
ゆ
久
貴

（
日
本
共
産
党
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
新
規
感
染
者
数
が
急
増

し
、
感
染
爆
発
、
医
療
崩
壊
が

深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
命
を
守

る
こ
と
を
最
優
先
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ア
市
内
で
は
８
月

28
日
時
点
で
、
合
計
80
％
と
い

う
圧
倒
的
多
数
が
自
宅
療
養
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
自
宅

療
養
者
等
支
援
事
業
は
、
規
模

を
拡
大
し
て
支
援
を
強
化
す
べ

き
で
は
。
イ
症
状
に
応
じ
て
必

要
な
医
療
を
全
て
の
患
者
に
提

供
で
き
る
よ
う
、
病
床
が
足
り

な
い
状
況
で
は
、
臨
時
の
医
療

施
設
や
医
療
機
能
を
強
化
し
た

宿
泊
療
養
施
設
の
設
置
に
向
け

て
、
市
と
し
て
で
き
る
こ
と
を

行
う
こ
と
や
、
往
診
や
訪
問
看

水
上
洋
志

（
日
本
共
産
党
）

新
庁
舎
及
び
（
仮
称
）
新
福

祉
会
館
建
設
に
つ
い
て
問
う
。

ア
資
材
高
騰
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
現
在
の
建
設
費
84
・
４
億

円
を
上
回
っ
た
場
合
ど
う
す
る

の
か
。
イ
第
２
回
定
例
会
で
可

決
し
た
決
議
は
、「
市
民
生
活

に
中
長
期
に
影
響
を
与
え
ず
、

安
心
し
て
着
工
で
き
る
財
政
的

な
裏
付
け
や
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

内
容
が
市
議
会
に
も
市
民
に
も

理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
、
着
工
に

同
意
す
る
こ
と
は
困
難
」
と
し

て
い
る
。
市
長
も
こ
の
間
、

「
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
全
力
を
傾

注
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ど

れ
く
ら
い
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
方
策
は
何
か
。
ウ
十
数
億

坂
井
え
つ
子

（
緑
・
つ
な
が
る
）

❶
市
立
中
学
校
の
標
準
服
と

は
、
着
る
の
が
望
ま
し
い
推
奨

さ
れ
る
服
装
で
あ
る
。
ア
ス
カ

ー
ト
や
ス
ラ
ッ
ク
ス
は
自
由
に

選
択
で
き
る
の
か
。
ジ
ャ
ー
ジ

や
私
服
は
着
用
で
き
る
の
か
。

イ
現
状
の
周
知
は
し
て
い
る
の

か
。
積
極
的
な
周
知
を
求
め
る
。

部
長　

ア
ス
カ
ー
ト
又
は
ス

ラ
ッ
ク
ス
は
自
由
に
選
択
で
き
、

ジ
ャ
ー
ジ
の
登
下
校
も
可
能
。

私
服
は
各
校
長
の
判
断
と
な
り
、

現
在
は
１
校
で
認
め
て
い
る
。

イ
積
極
的
な
説
明
は
行
っ
て
い

な
い
。
個
別
に
相
談
を
受
け
た

際
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
る
。

新
１
年
生
保
護
者
説
明
会
が
あ

る
た
め
、
説
明
に
加
え
る
よ
う

各
学
校
に
働
き
か
け
て
い
き
た

渡
辺
大
三

（
情
報
公
開
）

新
庁
舎
等
建
設
事
業
に
つ
い

て
。
ア
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
昨
年
３
月
に
顕
在
化

し
た
が
、
そ
の
蔓
延
・
長
期
化
、

市
財
政
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
て

の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
具
体
的
な

検
討
、
金
額
な
ど
を
明
示
し
て

の
指
示
は
何
ら
行
わ
れ
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
か
。
イ
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
総
論

を
踏
ま
え
、
何
か
具
体
的
に
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
は
出
て
い
な
い
と

認
め
る
か
。
ウ
新
庁
舎
等
建
設

事
業
に
お
い
て
、（
仮
称
）
新
福

祉
会
館
に
免
震
構
造
を
採
用
し

な
い
問
題
に
つ
い
て
。「
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
学

び
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
す

小
金
井
市
条
例
」
は
、「
市
は
事

業
を
行
う
に
当
た
り
、
社
会
的

障
壁
の
除
去
の
実
施
に
つ
い
て
、

合
理
的
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
義
務
付
け
て
い

る
。
高
齢
者
・
障
が
い
者
・
乳

幼
児
が
多
く
利
用
す
る
施
設
の

整
備
に
、
合
理
的
配
慮
を
無
視

す
る
の
は
条
例
違
反
の
設
計
だ
。

部
長　

ア
設
計
者
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流

行
当
初
の
頃
に
、
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
努
め
た
上
で
庁
舎
建
設
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
伝

え
た
が
、
何
億
円
減
ら
す
と
い

う
金
額
の
指
示
は
し
て
い
な
い
。

イ
い
く
ら
減
額
を
し
た
と
い
う

も
の
は
出
て
い
な
い
。
ウ
条
例

に
違
反
し
て
い
る
と
の
認
識
は

な
い
。

円
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
に

は
、
設
計
与
条
件
の
見
直
し
が

必
要
で
は
な
い
か
。
エ
市
長
は
、

財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
重
大
な

決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容

と
は
何
か
。

部
長　

ア
建
設
物
価
の
動
向

を
注
視
し
て
進
め
て
い
く
。

市
長　

イ
84
・
４
億
円
の
目

標
に
向
か
っ
て
、
種
々
検
討
し

て
い
る
。
ウ
設
計
を
見
直
す
こ

と
は
手
戻
り
に
な
る
。
エ
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
長
年
の
課
題
で
あ
る
新
庁
舎

等
建
設
を
同
時
に
進
め
て
い
く
。

最
新
の
社
会
情
勢
を
勘
案
し
て

総
合
的
に
判
断
す
る
。

■
そ
の
他
、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
事

業
に
つ
い
て
、
市
の
支
援
強
化

を
行
う
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

護
が
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

へ
の
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。
ウ
「
い
つ
で
も
誰
で
も

何
度
で
も
無
料
で
検
査
」
を
求

め
る
が
、
感
染
爆
発
の
状
況
か

ら
、
少
な
く
と
も
、
感
染
者
が

公
共
施
設
か
ら
出
た
場
合
に
は
、

市
が
主
導
し
て
市
の
負
担
で
集

団
検
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
民
間
の
事
業
所

等
で
あ
れ
ば
、
市
が
補
助
を
し

て
、
事
業
所
が
集
団
検
査
を
行

え
る
よ
う
に
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

部
長　

ア
工
夫
を
重
ね
て
い

く
。
イ
で
き
る
対
応
に
つ
い
て

行
え
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
る
。

ウ
検
討
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
公
立
保
育
園
の
廃

園
の
撤
回
を
求
め
ま
し
た
。

い
。❷

投
票
所
で
有
権
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
よ
う
。
ア

投
票
所
で
名
前
を
読
み
上
げ
る

法
的
根
拠
は
あ
る
の
か
。
イ
多

摩
26
市
の
状
況
は
。
ウ
他
自
治

体
で
は
、
性
的
少
数
者
の
「
投

票
所
で
名
前
を
読
み
上
げ
ら
れ

る
の
が
嫌
で
投
票
に
行
き
た
く

な
い
」
と
い
う
意
見
を
契
機
に
、

氏
名
の
読
み
上
げ
を
や
め
、
他

の
確
認
方
法
に
変
更
し
た
。
本

市
で
も
変
更
を
。

局
長　

ア
運
用
と
し
て
、
氏

名
を
読
み
上
げ
て
い
る
。
イ
１

市
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
氏
名
の
読
み
上
げ
を
中

止
し
て
お
り
、
５
市
で
は
、
従

前
よ
り
氏
名
の
読
み
上
げ
を
行

っ
て
い
な
い
。
ウ
他
の
自
治
体

の
例
を
参
考
に
し
て
参
り
た
い
。

湯
沢
綾
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
急
拡
大
に
よ
り
自
宅
療
養

者
が
増
え
、
適
切
な
処
置
を
受

け
ら
れ
ず
に
亡
く
な
る
事
案
も

報
道
さ
れ
て
い
る
。
保
健
所
や

東
京
都
の
業
務
が
逼
迫
す
る
中
、

市
は
市
民
の
命
を
守
る
最
後
の

砦
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ア
本
市
を
含
め
自
前
の
保
健
所

を
も
た
な
い
自
治
体
は
自
宅
療

養
者
の
情
報
が
得
ら
れ
ず
、
市

の
側
か
ら
働
き
か
け
る
術
が
な

い
。
情
報
が
共
有
さ
れ
る
よ
う

一
刻
も
早
く
方
策
を
講
じ
る
べ

き
。
イ
市
で
は
生
活
必
需
品
の

支
援
や
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ

ー
の
貸
出
し
を
行
っ
て
い
る
が

利
用
者
は
多
く
な
い
。
制
度
の

周
知
と
と
も
に
よ
り
利
用
し
や

す
い
内
容
に
改
善
を
。
ウ
自
宅

療
養
者
に
は
不
安
な
時
に
い
つ

で
も
相
談
で
き
る
機
関
が
必
要

で
あ
る
。
市
独
自
の
窓
口
を
立

ち
上
げ
、
相
談
へ
の
対
応
や
保

健
所
と
の
連
絡
調
整
、
地
元
医

師
会
等
と
連
携
し
た
医
療
支
援

な
ど
を
行
っ
て
欲
し
い
。

部
長　

ア
保
健
所
の
有
無
で

共
有
さ
れ
る
情
報
が
違
う
の
は

課
題
で
あ
る
。
東
京
都
に
早
期

の
改
善
を
要
望
し
た
。
イ
ま
ず

基
本
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
届
け
、
更

に
必
要
な
物
を
聞
き
取
り
な
が

ら
対
応
す
る
。
ウ
先
進
市
を
参

考
に
取
組
み
を
進
め
た
い
。

■
そ
の
他
、
以
前
よ
り
要
望
し

て
き
た
、
保
護
者
が
感
染
し
た

場
合
に
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と

が
で
き
る
ホ
テ
ル
等
の
施
設
確

保
を
改
め
て
求
め
ま
し
た
。

渡
辺
ふ
き
子

（
公
明
党
）

❶
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
り
東
京
都
の
自
宅
療
養
者
支

援
は
遅
れ
て
い
る
。
国
立
市
の

自
宅
療
養
者
支
援
室
を
参
考
に
、

生
活
物
資
の
支
給
だ
け
で
な
く

医
師
会
や
薬
剤
師
会
と
の
連
携

な
ど
、
支
援
の
内
容
を
充
実
し
、

積
極
的
な
支
援
を
行
わ
な
い
か
。

部
長　

市
で
は
医
師
会
の
先

生
方
が
陽
性
者
、
濃
厚
接
触
者

の
認
定
や
陽
性
者
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
お
り
、
薬
剤

師
会
と
の
連
携
も
で
き
て
い
る
。

自
宅
療
養
者
へ
の
支
援
物
資
に

つ
い
て
は
、
国
立
市
の
よ
う
な

セ
ッ
ト
化
メ
ニ
ュ
ー
や
制
度
の

充
実
も
検
討
し
て
い
く
。

❷
命
を
守
る
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
拡
充
に
つ
い
て
。
ア
新
型
コ

斎
藤
康
夫

（
市
民
会
議
）

本
市
は
令
和
３
年
に
地
方
交

付
税
の
交
付
団
体
と
な
っ
た
。

こ
の
交
付
税
は
基
準
財
政
需
要

額
に
対
し
基
準
財
政
収
入
額
の

不
足
分
を
国
が
補
填
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
方
自
治
体
が
健
全

に
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
不
交

付
団
体
か
ら
交
付
団
体
に
な
る

こ
と
は
、
一
般
的
に
財
政
運
営

の
悪
化
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

ア
基
準
財
政
収
入
額
と
基
準
財

政
需
要
額
は
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
っ
た
の
か
。
イ
そ
の
結
果
、

本
市
の
財
政
状
況
は
悪
化
し
た

の
か
、
健
全
化
し
た
の
か
。

部
長　

ア
基
準
財
政
収
入
額

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
市
町
村
民
税
法

人
割
、
所
得
割
合
わ
せ
て
４
億

２
千
万
円
の
減
と
な
っ
た
。
基

準
財
政
需
要
額
は
、
令
和
３
年

度
普
通
交
付
税
大
綱
で
、
地
域

デ
ジ
タ
ル
社
会
推
進
費
、
保
健

所
の
体
制
強
化
費
、
教
育
の
情

報
化
等
に
要
す
る
経
費
等
が
新

た
に
追
加
さ
れ
、
加
え
て
令
和

２
年
度
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口

増
に
よ
り
増
加
し
た
。
イ
財
政

力
指
数
は
こ
れ
ま
で
１
を
超
え

て
い
た
が
、
今
年
度
は
０
・
992

と
な
っ
た
。
１
を
超
え
た
分
だ

け
普
通
交
付
税
算
定
上
の
保
留

財
源
が
生
じ
、
標
準
的
な
水
準

を
超
え
た
行
政
が
可
能
だ
が
、

今
年
度
予
算
編
成
で
は
財
政
調

整
基
金
を
15
億
円
、
繰
越
金
を

５
億
円
措
置
し
、
当
初
予
算
編

成
段
階
に
お
い
て
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
で
あ
っ
た
。

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
年
代
別

の
接
種
状
況
等
、
現
状
と
今
後

の
工
夫
に
つ
い
て
。
イ
子
宮
頸

が
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
積

極
的
勧
奨
を
控
え
て
８
年
、
現

状
と
今
後
の
推
進
に
つ
い
て
。

部
長　

ア
８
月
28
日
か
ら
ワ

ク
チ
ン
記
録
シ
ス
テ
ム
に
、
全

国
の
会
場
で
記
録
さ
れ
た
年
代

別
の
接
種
数
が
公
表
さ
れ
た
。

若
い
世
代
向
け
に
は
、
市
と
医

師
会
、
薬
剤
師
会
、
訪
問
看
護

連
絡
会
に
よ
る
ワ
ク
チ
ン
連
絡

会
の
議
題
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
動
画
等
工
夫

し
て
お
り
、
個
別
勧
奨
も
検
討

す
る
。
イ
４
月
に
小
学
６
年
生

と
高
校
１
年
生
に
ハ
ガ
キ
を
、

８
月
に
高
校
１
年
生
に
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
送
っ
た
。
来
年
度
は

全
対
象
者
に
情
報
提
供
す
る
。

白
井　

亨

（
こ
が
お
も
）

市
は
公
立
３
保
育
園
の
廃
園

方
針
を
示
し
た
。
ア
４
月
に
０

歳
児
の
定
員
割
れ
が
51
人
で
あ

っ
た
こ
と
が
根
拠
の
１
つ
と
い

う
が
、
市
に
お
け
る
20
〜
44
歳

の
女
性
人
口
は
コ
ロ
ナ
禍
前
よ

り
増
え
、
総
務
省
の
労
働
力
調

査
で
は
今
年
の
女
性
の
就
業
率

も
上
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
デ

ー
タ
の
分
析
は
し
た
の
か
。
イ

市
全
体
の
株
式
会
社
立
保
育
所

の
割
合
が
多
摩
地
域
で
ト
ッ
プ

だ
が
、
な
ぜ
か
。
ウ
こ
こ
７
年

間
に
新
設
し
た
保
育
所
で
国
基

準
の
園
庭
保
有
率
は
25
・
９
％

し
か
な
い
が
、
な
ぜ
か
。
エ
公

立
保
育
園
の
在
り
方
に
つ
い
て

議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
そ
の
視
点
で
の
検

討
は
し
て
い
な
い
。
イ
株
式
会

社
立
の
保
育
所
開
設
を
認
め
な

い
な
ど
の
市
独
自
の
基
準
や
制

限
を
設
け
ず
開
設
を
進
め
て
き

た
経
緯
が
あ
る
。
ウ
駅
の
近
く

は
土
地
が
確
保
で
き
ず
、
住
宅

街
は
近
隣
へ
の
配
慮
か
ら
園
庭

を
縮
小
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

も
あ
る
。
エ
園
の
役
割
で
は
な

く
、
市
の
役
割
と
い
う
よ
う
に

整
理
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

新
庁
舎
等
建
設
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
求
め
る

コ
ロ
ナ
か
ら
、命
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に

自
宅
療
養
者
の
命
を
守
れ

新
庁
舎
等
建
設
事
業
の

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
い
て

中
学
標
準
服
は
選
択
可
／

投
票
所
で
の
個
人
情
報
配
慮

地
方
交
付
税
の
交
付
団
体
に

転
落
し
た
原
因
を
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
自
宅
療
養
者
等

へ
の
支
援
拡
充
を

市
全
体
の
保
育
の
質
に

影
響
す
る
廃
園
の
見
直
し
を

廃園対象となったくりのみ保育園。
建物の耐震性は問題がない。

市 議 会 だ よ り― 5 ― 令和 3年（2021年）11月30日発行（276号）



沖
浦
あ
つ
し

（
み
ら
い
）

ア
学
校
、
保
護
者
の
方
々
が

通
学
路
の
安
全
点
検
に
ご
尽
力

さ
れ
、
ま
た
、
地
域
の
方
々
か

ら
通
学
安
全
へ
の
要
望
も
あ
る
。

点
検
や
要
望
し
た
後
の
対
応
等

の
情
報
が
双
方
に
届
い
て
い
な

い
感
が
あ
る
。
現
在
の
課
題
は
。

イ
危
険
箇
所
の
抽
出
、
市
が
行

う
対
策
の
伝
達
や
情
報
共
有
、

そ
し
て
地
域
が
で
き
る
対
策
の

協
議
の
場
と
し
て
、
実
施
さ
れ

て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
（
以
下
「
Ｃ
Ｓ
」）
を
活

用
し
て
は
い
か
が
か
。

部
長　

ア
市
、
警
察
、
学
校
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
と
が
改
善
要
望

箇
所
等
の
情
報
共
有
、
共
通
認

識
を
持
ち
、
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
、
市
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド

遠
藤
百
合
子

（
自
民
党
・
信
頼
）

健
康
維
持
に
口
腔
ケ
ア
（
オ

ー
ラ
ル
ケ
ア
）
の
効
果
が
実
証

さ
れ
て
い
る
。
生
涯
に
わ
た
る

健
康
の
保
持
・
増
進
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
言
わ
れ
、
首
都
大

学
東
京
名
誉
教
授
の
星
旦
二
先

生
は
、
健
康
長
寿
に
は
口
腔
ケ

ア
が
最
も
大
事
で
あ
り
、
歯
科

の
主
治
医
の
い
る
人
と
い
な
い

人
を
比
べ
る
と
、
い
る
人
の
方

が
長
生
き
で
あ
る
と
結
論
付
け

て
い
る
。
ア
口
腔
ケ
ア
が
感
染

症
対
策
に
有
効
で
あ
る
こ
と
の

更
な
る
周
知
を
。
イ
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
検
査
を
。
ウ
健
康
維
持
に

免
疫
力
ア
ッ
プ
が
重
要
。
免
疫

細
胞
が
正
常
に
働
け
る
体
温
は
、

36
・
５
度
で
あ
る
。
36
・
５
度

維
持
で
免
疫
力
ア
ッ
プ
が
期
待

バ
ッ
ク
の
工
夫
や
新
た
な
仕
組

み
の
構
築
が
課
題
で
あ
る
。

教
育
長　

イ
通
学
路
の
安
全

確
保
に
は
学
区
域
の
状
況
や
変

化
を
常
に
把
握
す
る
必
要
が
あ

り
、
学
校
だ
け
で
な
く
地
域
の

方
々
の
視
点
が
大
切
で
あ
る
。

指
摘
の
と
お
り
、
一
度
課
題
に

上
が
っ
て
も
そ
れ
が
継
続
し
た

も
の
に
な
ら
な
い
こ
と
も
見
つ

か
っ
た
。
通
学
路
の
安
全
確
保

に
は
継
続
し
た
話
合
い
が
重
要

で
あ
り
、
Ｃ
Ｓ
も
一
つ
の
手
段

と
考
え
る
。
Ｃ
Ｓ
は
地
域
の
教

育
力
を
集
約
す
る
場
や
学
校
か

ら
情
報
発
信
を
行
う
た
め
だ
け

で
な
く
、
子
ど
も
の
安
全
確
保

の
た
め
に
も
有
効
と
考
え
る
。

■
そ
の
他
、「
小
金
井
市
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実
践
に

つ
い
て
」
を
質
疑
し
ま
し
た
。

で
き
る
。
ま
た
、
一
番
簡
単
な

方
法
は
、
よ
く
笑
う
こ
と
で
、

作
り
笑
い
だ
け
で
も
免
疫
力
ア

ッ
プ
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
広
報
を
検
討
し
な
い
か
。

部
長　

ア
小
金
井
歯
科
医
師

会
で
は
、
歯
科
医
師
か
ら
見
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
対
策
を
テ
ー
マ
に
、
市
民
講

座
を
動
画
配
信
し
て
い
る
。
口

腔
ケ
ア
の
更
な
る
周
知
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
イ
初
め
て
の
提

案
と
い
う
こ
と
で
、
各
市
の
状

況
等
の
調
査
か
ら
始
め
る
。
ウ 

小
金
井
歯
科
医
師
会
の
先
生
方

と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
口

腔
ケ
ア
の
推
進
に
つ
い
て
、
何

が
で
き
る
の
か
も
含
め
て
検
討

を
続
け
て
い
く
。

■
そ
の
他
、
薬
物
乱
用
防
止
の

推
進
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

岸
田
正
義

（
み
ら
い
）

市
民
参
加
で
２
年
25
回
に
及

ぶ
会
議
を
積
み
重
ね
策
定
さ
れ

た
小
金
井
市
す
こ
や
か
保
育
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
課
題
で
あ
る
新
た

な
保
育
業
務
の
総
合
的
見
直
し

方
針
案
の
可
否
に
関
わ
ら
ず
、

取
組
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
公
立
保
育
園
の
役
割
は
保

育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
行
政
が
果

た
す
べ
き
役
割
と
新
た
な
仕
組

み
の
中
に
含
ま
れ
、
そ
の
取
組

を
実
現
す
る
た
め
に
巡
回
保
育

支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
て
市
全

体
の
保
育
の
質
の
向
上
を
図
り
、

保
育
ビ
ジ
ョ
ン
を
具
現
化
し
て

い
く
こ
と
が
全
く
説
明
で
き
て

い
な
い
。
ア
対
話
が
な
け
れ
ば
、

こ
れ
以
上
先
に
進
め
る
こ
と
は

難
し
い
。
対
話
は
で
き
て
い
る

か
。
イ
公
立
保
育
園
の
役
割
は

行
政
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
新

た
な
仕
組
み
を
活
用
し
な
が
ら

市
が
担
う
の
か
。
ウ
巡
回
保
育

支
援
チ
ー
ム
の
目
的
は
。
エ
現

在
の
計
画
で
は
甚
だ
足
り
な
い
。

保
育
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
目
的
や

想
い
、
そ
れ
に
よ
り
何
が
変
わ

る
の
か
を
本
気
で
周
知
す
べ
き
。

部
長　

ア
直
接
の
説
明
等
が

行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
。
イ
公

立
園
個
別
の
対
応
で
は
な
く
、

新
た
な
仕
組
み
に
よ
り
市
が
全

体
を
支
え
て
い
く
。
ウ
保
育
士

Ｏ
Ｂ
や
公
立
の
保
育
士
を
活
用

し
、
市
内
保
育
園
の
連
携
強
化

や
各
園
の
支
援
を
行
う
。
エ
単

に
段
階
的
縮
小
で
は
な
く
市
の

保
育
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の

ビ
ジ
ョ
ン
で
、
そ
の
た
め
の
見

直
し
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

森
戸
よ
う
子

（
日
本
共
産
党
）

❶
近
年
、
線
状
降
水
帯
の
よ

う
な
豪
雨
に
対
し
、
抜
本
的
な

対
応
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
り
、
東
京
都
の
豪
雨

対
策
基
本
方
針
も
改
定
さ
れ
て

い
る
。
ア
小
金
井
市
内
で
は
内

水
氾
濫
と
な
る
が
、
土
の
う
の

配
備
な
ど
市
が
対
策
を
検
討
し

な
い
か
。
イ
氾
濫
後
の
消
毒
の

体
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
ウ
市
の
防
災
マ
ッ
プ
の

認
識
を
深
め
る
説
明
会
を
地
域

ご
と
に
開
催
し
な
い
か
。
エ
既

に
設
置
さ
れ
て
い
る
避
難
所
の

運
営
協
議
会
を
拡
大
し
な
い
か
。

部
長　

ア
内
部
で
ど
の
よ
う

な
形
が
で
き
る
か
研
究
し
た
い
。

イ
内
水
氾
濫
に
よ
る
消
毒
方
法

に
つ
い
て
は
精
査
し
て
い
く
必

安
田
け
い
こ

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

❶
地
球
温
暖
化
が
進
み
、
環

境
共
生
社
会
へ
の
取
組
が
求
め

ら
れ
る
。
ご
み
減
量
の
取
組
に

つ
い
て
。
ア
庁
内
の
ご
み
減
量

の
取
組
は
。
イ
新
設
さ
れ
る
貫

井
北
町
の
中
間
処
理
場
に
、
リ

ユ
ー
ス
品
を
扱
う
施
設
を
開
設

す
る
こ
と
は
必
須
で
は
な
い
か
。

ウ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
排
出
抑
制
の

た
め
、
運
動
施
設
な
ど
に
給
水

ス
ポ
ッ
ト
を
設
置
し
な
い
か
。

部
長　

ア
施
設
ご
み
ゼ
ロ
化

行
動
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
部

会
ご
と
に
行
動
実
施
計
画
を
定

め
、
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
イ
二
枚
橋
に
整
備
さ
れ
る

施
設
で
の
運
用
を
検
討
中
で
あ

る
。
ウ
他
自
治
体
の
現
状
や
課

題
の
把
握
が
必
要
と
考
え
る
。

❷
市
の
緑
地
保
全
に
つ
い
て
。

10
年
間
で
小
金
井
公
園
の
約
半

分
の
面
積
に
相
当
す
る
40
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
緑
が
消
失
し
た
。
ア

生
産
緑
地
の
指
定
が
切
れ
る
こ

と
で
農
地
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

る
。対
策
は
。イ
国
分
寺
崖
線
周

辺
の
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
緑
地

が
宅
地
開
発
さ
れ
る
が
、
市
の

関
与
は
。
ウ
こ
の
ま
ま
で
は
緑

豊
か
な
ま
ち
は
維
持
で
き
な
い

と
危
惧
す
る
。
市
長
の
見
解
は
。

部
長　

ア
解
除
対
象
生
産
緑

地
の
94
％
が
特
定
生
産
緑
地
へ

移
行
す
る
。
イ
個
人
資
産
の
売

却
に
つ
い
て
の
答
弁
は
控
え
る
。

市
長　

ウ
民
有
地
の
緑
の
喪

失
に
心
を
痛
め
て
い
る
。
緑
地

の
保
全
に
尽
力
し
た
い
。

■
そ
の
他
、
新
設
保
育
園
の
環

境
等
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

要
が
あ
る
。
ウ
担
当
に
お
い
て

も
順
次
ご
相
談
に
応
じ
、
で
き

る
限
り
の
対
応
を
し
た
い
。
エ

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
こ
と
は
引
き

続
き
行
っ
て
い
き
た
い
。

❷
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
（
案
）
に
都
市
計
画
道
路
の

整
備
を
述
べ
る
の
で
あ
れ
ば
、

ア
市
は
交
通
量
調
査
を
行
っ
た

上
で
検
討
す
べ
き
だ
。
イ
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
、
多

く
の
市
民
が
自
然
を
守
っ
て
欲

し
い
と
求
め
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
声
を
尊
重
し
て
対
応
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

部
長　

ア
第
４
次
事
業
化
計

画
で
都
市
計
画
道
路
の
必
要
性

が
検
証
さ
れ
て
い
る
。

市
長　

イ
道
路
交
通
の
方
針

に
つ
い
て
修
正
を
検
討
し
て
い

る
。

宮
下　

誠

（
公
明
党
）

ア
当
市
に
お
け
る
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
状
況
は
。

イ
健
康
保
険
証
と
し
て
10
月
か

ら
本
格
運
用
さ
れ
る
。
ど
の
よ

う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
。
ウ

図
書
カ
ー
ド
と
し
て
の
利
用
や
、

自
治
体
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

を
行
わ
な
い
か
。

課
長　

ア
直
近
の
交
付
率
は

７
月
時
点
で
36
・
９
％
、
１
年

前
と
比
べ
る
と
15
・
１
％
増
え

て
い
る
。
全
国
平
均
は
35
・
９

％
で
あ
り
遜
色
は
な
い
。
市
民

が
交
付
を
申
請
し
て
か
ら
ほ
ぼ

１
か
月
で
通
知
書
を
送
付
し
て

い
る
。
ま
た
、
カ
ー
ド
の
受
取

に
つ
い
て
は
、
予
約
サ
イ
ト
か

ら
予
約
し
、
交
付
専
用
窓
口
ま

で
来
庁
い
た
だ
い
て
お
り
、
待

ち
時
間
は
無
い
。
イ
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
で
特
定
健
診
情
報
や
医

療
費
通
知
情
報
等
の
閲
覧
や
、

医
療
費
控
除
の
手
続
き
が
で
き

る
。
限
度
額
適
用
証
を
持
参
し

な
く
と
も
、
高
額
療
養
費
制
度

に
お
け
る
限
度
額
超
過
の
支
払

い
免
除
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

市
長　

ウ
貴
重
な
提
案
を
い

た
だ
き
感
謝
す
る
。
市
町
村
長

に
よ
る
確
か
な
本
人
確
認
を
経

て
発
行
さ
れ
る
、
最
高
位
の
公

的
な
本
人
確
認
ツ
ー
ル
で
あ
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

拡
大
が
、
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
社

会
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
様
々
な

施
策
を
実
施
し
て
い
く
上
で
要

と
な
る
の
で
、
市
と
し
て
普
及

促
進
に
引
き
続
き
努
め
て
い
く
。

※紙面の都合により、審査案件の掲載は省略しています。

議会運営委員会
開催日時：１０月２０日（水）午前10時

１１月２４日（水）午後２時
審査案件：４件

庁舎等建設及び公共施設
マネジメント推進調査特別委員会
開催日時：１０月２９日（金）午前10時
審査案件：１０件

厚生文教委員会
開催日時：１１月１日（月）午前10時
審査案件：１６件

建設環境委員会
開催日時：１１月２日（火）午前10時
審査案件：９件

総務企画委員会
開催日時：１１月８日（月）午前10時
審査案件：５件

行財政改革推進調査特別委員会
開催日時：１１月１８日（木）午前１０時
審査案件：１件

基本構想審査特別委員会
開催日時：１１月２２日（月）午前10時
審査案件：２件

※�各委員会の審査案件は、
ＱＲコードをスマートフォ
ン等で読み取ると、ご覧
いただくことができます。

閉会中の委員会日程及び審査案件

※�委員会等の映像について
は、YouTubeで中継・録
画配信しています。

視覚に障がいのある方へ
「声の議会だより」をご利用ください

　視覚に障がいのある方を対象に、ＣＤ及びデイジーＣＤに市議会だ
よりの内容を音声で収録した「声の議会だより」をお届けしています。
　ご家族やお知り合いで視覚に障がいのある方がいましたら、ご利用
をお勧めください。ご希望の方は、電話で議会事務局へお申し込みく
ださい。
　なお、収録はボランティアグループの「小金井市対面朗読の会」の
ご協力をいただいています。
【対　象】
　原則として障害者手帳１～６級の視覚障がいのある方（対象者以外
でも、図書館本館でご利用いただけます）
【申　込】
　議会事務局（市役所本庁舎４階）
　☎０４２－３８７－９９４７

通
学
路
・
子
ど
も
の
安
全
を

地
域
で
守
る
仕
組
み
を

す
こ
や
か
保
育
ビ
ジ
ョ
ン
の

活
用
に
本
気
で
取
り
組
め

コ
ロ
ナ
の
予
防
に
口
腔
ケ
ア

と
免
疫
力
ア
ッ
プ
を

持
続
可
能
な
社
会
へ

ご
み
減
量
と
緑
地
保
全
を

豪
雨
災
害
の
対
策
の

強
化
を
求
め
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
促
進
に
向
け
て
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この議会報は再生紙を使用しています。※ごみ減量と資源の再利用にご協力ください。
この印刷物は、植物性インキ（石油系剤を利用するかわりに植物油を溶剤としたインキ）を使用しています。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

沖
浦
あ
つ
し
（
み
ら
い
）

本
市
へ
の
遺
贈
に
よ
る
寄
附
を
頂

い
た
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

感
謝
申
し
上
げ
る
。
市
担
当
者
が
、

当
該
遺
言
執
行
者
の
稲
葉
孝
彦
元
市

長
と
再
三
の
面
会
や
電
話
に
応
じ
、

市
は
故
人
の
思
い
に
配
慮
し
、
当
該

寄
附
を
地
域
福
祉
基
金
に
積
み
立
て

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
決

議
文
は
法
的
根
拠
が
乏
し
い
上
に
、

礼
を
欠
く
市
の
対
応
が
何
か
の
明
示

も
な
く
、
個
人
情
報
を
盾
に
、
余
り

に
も
事
務
的
な
一
連
の
対
応
と
あ
る

が
、
法
令
上
の
事
務
執
行
の
範
囲
を

超
え
た
特
別
な
対
応
を
議
会
が
求
め

る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
反
対
す
る
。

反
対
討
論
（
要
旨
）

�

遠
藤
百
合
子
（
自
民
党
・
信
頼
）

平
成
27
年
の
判
決
に
引
き
続
き
、

令
和
３
年
６
月
の
最
高
裁
判
所
大
法

廷
で
も
夫
婦
同
姓
は
合
憲
で
あ
る
と

判
断
さ
れ
た
。
平
成
30
年
の
内
閣
府

世
論
調
査
で
は
、「
夫
婦
同
姓
維
持

が
53
・
７
％
」「
選
択
的
夫
婦
別
姓

導
入
が
42
・
５
％
」
と
さ
れ
て
い
る
。

大
法
廷
で
裁
判
官
３
人
が
「
法
制

度
を
め
ぐ
る
国
民
の
意
識
の
有
様
が
、

よ
ほ
ど
客
観
的
に
明
ら
か
と
言
え
る

状
況
に
あ
る
場
合
は
と
も
か
く
、
選

択
的
夫
婦
別
氏
制
の
導
入
に
つ
い
て
、

今
な
お
そ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
と

は
い
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

沖
縄
辺
野
古
新
基
地
の
建
設
中
止
、

普
天
間
基
地
の
閉
鎖
・
無
条
件
撤
去

が
必
要
で
あ
る
。
沖
縄
以
外
の
自
治

体
へ
の
基
地
押
し
付
け
も
反
対
で
あ

る
。
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
埋
め
立

て
の
土
砂
を
、
沖
縄
戦
の
戦
没
者
の

遺
骨
が
混
じ
る
本
島
南
部
か
ら
採
取

す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
建
設
予

定
地
に
軟
弱
地
盤
が
見
つ
か
り
、
必

要
な
土
砂
が
当
初
の
７
倍
に
増
加
し

た
た
め
で
、
計
画
そ
の
も
の
が
破
綻

し
て
い
る
。
内
容
は
、
国
内
移
設
を

前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
国
民
的
議
論
を
行
う
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

新型コロナウイルス感染症から命を守
る緊急対策を求める意見書

政府に対して、新型コロナの緊急対策として、医療機能を強化した宿泊
療養施設や臨時の医療施設の設置、入院病床の確保、在宅患者を支える
体制の抜本強化、医療機関への財政支援と医療従事者の待遇の抜本改善
及び感染伝播の鎖を絶つ大規模検査などを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ － ○ ○ ○ － ○ 原案可決

1億円を超える遺贈に対し、礼を欠く
対応への反省を求める決議

重い障がいを持ち昨年亡くなった一市民から遺贈として１億円余の寄附
があったが、遺言執行者への礼を欠く市の対応、お礼文も発送されてな
いことが明らかになった。余りにも事務的な一連の対応は遺贈者への感
謝の気持ちを欠き、市の対応に強く反省を求める。

○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ × ○ × × × 原案可決

入管死亡事件の真相究明と全件収容主
義の廃止を求める意見書

名古屋出入国在留管理局の収容施設でスリランカ人女性が亡くなった
が、仮放免や入院の必要性など入管行政は構造上の問題がある。真相究
明と再発防止のための調査、ビデオ映像の全面開示、国会での十分な審
議を行うことと、「全件収容主義」の廃止を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 原案可決

土石流災害を防止するために、「盛り
土」の規制強化を求める意見書

現在、宅地を造ったり、廃棄物を埋めたりする場合の盛り土は、法律で
安全対策が義務付けられているが、ビルの建設工事で出る残土を処分す
るための規制はない。そのため、不法投棄される場合がある。土石流か
ら人命を守るため、盛り土の規制強化を求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

意見書に対し、関係行政庁等の回答義
務付けを求める意見書

意見書を受け取った関係行政庁等からは回答がなく、その処理について
知る術がないため、関係行政庁等に回答義務を課すこと及び国会に対す
るものは、その内容の是非を審議するよう明記するなど、法に基づく意
見書の実効性を担保するよう求める。

× × × × × × △ 議 △ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

出産育児一時金の増額を求める意見書

出産費用は年々増加し、出産育児一時金の支給があるものの、最も高い
東京都では平均20万円持ち出している状況である。一方、2019年度、全
国の出生数は過去最少となった。出産時の経済的な支援策を強化すべ
く、負担に見合う形に一時金の引上げを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた
議論を求める意見書

選択的夫婦別姓制度について、調査では、導入に賛成または容認すると
答えた国民は反対を上回っている。また、最高裁判決では、夫婦の氏に
ついては国会で判断されるべきとされている。よって、同制度の法制化
に向けた積極的な議論を行うよう強く要望する。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

生活保護の級地見直しに関する意見書

級地の見直しは、都市部の生活保護世帯を中心に、更なる保護基準引下
げとなる恐れがある。級地の枝番の廃止の目的及び廃止後の保護基準の
内容を明らかにすること、生活保護基準部会において十分な審議と検証
を行えるよう検討スケジュールを見直すことを求める

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

化学合成農薬半減の目標実現のため、
農産物検査規格の抜本的な見直し及び
新たなJAS規格では精米を対象とする
ことを求める意見書

国は本年５月、ネオニコチノイド系農薬などの使用量を2050年までに半
減する方針を打ち出した。この実現のため、農産物規格規程の着色粒規
定の廃止、斑点米カメムシ類の「指定有害動植物」の解除、新たなJAS
規格は精米を対象とすることを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 原案可決

食品に含まれる放射能基準値の規制緩
和をしないことを求める意見書

復興庁が野生キノコやジビエなどの放射能基準値を摂取量や市場流通量
が少ないことを理由に現在の１００ベクレル／kgから最大１００倍に緩和する
ことを検討しているが、実害につながる恐れがあり容認できない。規制
緩和しないことを求める。

× × × × × △ △ 議 ○ ○ － ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中小事業者の営業を守るため、消費税
に係るインボイス制度の延期を求める
意見書

消費税のインボイス制度（適格請求書等保存方式）は課税事業者、免税
事業者のどちらも負担が増える。コロナ禍で自営業など経営危機が深ま
っており、対応できる状況ではない。中小企業の営業を守るため消費税
のインボイス制度の実施の延期を求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 原案可決

辺野古新基地建設の中止と、普天間基
地の沖縄県外・国外移転について国民
的議論を行い、憲法に基づき公正かつ
民主的に解決するべきとする意見書

辺野古新基地建設を中止し、普天間基地の代替施設が国内に必要か否か
国民的議論を行い、必要という結論になるのなら、沖縄以外の自治体を
等しく候補地とし、憲法に基づき一地域への押し付けとならないよう公
正かつ民主的な手続きにより決定することを求める。

× × × × × ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ × × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決

精神科病院に入院中の患者が新型コロ
ナウイルスに感染した場合は、速やか
に感染症に対応可能な病院へ転院でき
るように体制の構築を求める意見書

精神科病院に入院中の患者が新型コロナウイルス感染症に罹患し、感染
症に対応可能な病院へ転院できずに２３５名が死亡した。政府に対し、都
道府県の首長の責任において、患者が必要な医療の提供を受けることが
できる体制を講ずることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

公立保育園の廃園方針（案）を巡り混
乱を招いていることに対し猛省を求め
る決議

市は公立保育園３園の廃園方針を突然明らかにし、その後保護者と議会
の指摘を受け１年延期を宣言した。超短期的スケジュールで廃園を決定
事項のように持ち出し、保護者等に大きな混乱を招いている。これらは
保護者等との理解を得て進めることを強く求める。

○ ○ ○ ○ ○ △ △ 議 △ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

国からの通知に従わない職員ボーナス
支給を長年にわたって続けている西岡
市長の責任を厳しく問い、速やかな是
正措置を求める決議

引き上げられているボーナスは年約１千万円になる。この財源は新型コ
ロナウイルス感染症の影響を受けている市民生活を支えるためにこそ使
われるべきだ。よって、西岡市長に対し、責任を厳しく問い、この冬の
支給に間に合わせて是正することを強く求める。

○ ○ ○ ○ ○ △ △ 議 △ △ － △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新型コロナウイルス感染症が社会経済
状況や市財政に与える影響に鑑み、新
庁舎等建設の見直しを求める決議

新型コロナウイルス感染症が市民生活や市財政に与える影響は予断を許
さない状況だ。新庁舎等建設事業の総事業費は１１６億円にも膨れ上がっ
ている。現在の設計内容とスケジュールで建設を進めることは困難であ
る。西岡市長に対し、建設の見直しを求める。

○ ○ ○ ○ ○ × × 議 × ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ × 原案可決

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井
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意見書・決議の審議結果
※　可決された意見書は、国等への関係機関に送付しました。
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広報＆議会改革特集

小金井市議会では、各会派から選出された議員で、広報協議会を設置しています。市議会だよりや市議会ホームページのほか、広報に
関して必要な事項を協議しています。紙面改革部会と広報部会に分かれて審議し、最終的に全体会である広報協議会で合意を図ります。

これまで、市議会だよりの１面は、市内の桜並
木や阿波踊り、なかよし市民まつりなど、その時
々の季節の行事や、新型コロナウイルスワクチン
大規模接種会場の様子など、市政のトピックを議
員や議会事務局が撮影した写真で構成していまし
た。
紙面改革部会でアイディアを出し合い、これか
らは、市内の写真コンクールや作品展の展示物等
をお借りし掲載するなど、市議会だよりが市民の

方々にとってより身近なものになり、関心を持っ
ていただくようにしたいと工夫しました。
今回は、小金井市観光まちおこし協会主催の写
真コンクールで特選になった、小金井の風景で
す。今後も、ぜひご期待ください。
他にも、今期の紙面改革部会では、市議会だよ
りのサイズを変更して読みやすくすること、「市
議会だより」というタイトルを公募により変更す
るなどの提案も協議中です。

これからの『市議会だより』の写真に注目！

小金井市議会ガイドブックの改訂を検討しています

議員が手作りで作成した「小金井市議会ガイドブック」
(2004年初版)をよりわかりやすくするために、話し合ってい
ます。
2020年度に、ガイドブックを授業の資料として使ってくだ
さった児童・生徒の皆さんのご意見も参考にさせていただいて
おり、その一部をご紹介いたします（市教育委員会が作成・実
施したアンケート結果をご提供いただきました）。アンケート
全体の結果は、市議会ホームページに掲載予定です。ガイドブ
ックは、市役所本庁舎４階議会事務局で配布しています。

　議会運営委員会での議会改革に関する諸問題の調査に関して、現在検討中の議会改革のテーマ
は以下のとおりです。

また、その他の調査として、議会基本条例について、災害時における議会活動について（業務継続計画等）を審査しています。

広報・広聴に関すること

議会の広報活動及び広聴活動について

議会報告会の複数回開催または広聴機能として懇談会を開催する

小金井市議会YouTubeの動画を会派や議員本人部分の二次使用を認める

市議会主催の議会報告会を複数会場で行う

議員定数・報酬等に関すること「小金井市議会のあり方（定数・報酬等）」についての調査・協議を実施する

議会運営に関すること
<議会機能の充実>

タブレット貸与導入<市議会DX－1>

グループウエア（情報管理・共有ツール）の導入<市議会DX－２>

タブレットPC導入の検討

●ガイドブックはわかりやすかったですか ●改善すればよいと思うところ
 （自由記述で多かった意見）

・�白黒じゃなくてカラーにして、写真や
イラストを多くしてほしい

・難しい言葉の意味を説明してほしい
・漢字によみがなをつけてほしい
・現状の課題や解決策を載せてほしいホームページに掲載しています

市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明
責
任
を
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た
す
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め
、

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
決
ま
り
次
第
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
：
２
０
２
２
年
１
月
28
日
（
金
）
午
後
７
時

場
所
：
小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ
：
議
会
事
務
局
（
０
４
２
―
３
８
７
︱
９
９
４
７
）

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

●ガイドブックを使ってみて、特に関心をもった内容はどこでしたか（複数回答）

ご回答いただいた
学校名（学年）と人数

小金井第一小学校（6年生）31人

小金井第二中学校（1年生）31人

緑中学校（3年生）　　　　158人

合計220人

※ご協力ありがとうございました。

特集１

特集２

もっとわかりやすい市議会に！〜広報協議会

議会改革の議論をスタート！〜議会運営委員会

紙面改革部会

広報部会

（人）

原稿は議員が作成しています

表紙から11P 12Pから背表紙

市 議 会 だ よ り ― 8 ―令和 3年（2021年）11月30日発行 （276号）


